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産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

本
稿
は
、
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
厳
（
産
別
会
議
）
の
一
地
方
組
織

・
産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程
を
、
大
阪
を
中
心

に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
近
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
、
人
民
闘
争
の
研
究
に
お
い
て
、

―
つ
の
共
通
の
評
価
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
松
尾
昨
兌
、

神
田
文
人
、
犬
丸
義
一
ら
の
最
近
の
研
究
に
は
大
体
次
の
よ
う
な
共
通
の
見
解
が
み
ら
れ
る
4
そ
れ
は
、
日
本
社
会
党

・
日
本
労
働
組
合

総
同
盟
の
主
流
の
松
岡
駒
吉
、
西
尾
末
広
ら
の
路
線
、
お
よ
び
日
本
共
産
党
の
徳
田
球
一
に
典
型
的
な
路
線
と
は
、
い
ず
れ
も
あ
る
ぺ
き

統
一
戦
線
の
方
向
に
反
し
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
総
同
盟
で
は
高
野
実
、
荒
畑
寒
村
ら
、
共
産
党
で
は
野
坂
参
三
ら
に
、
よ
り
ま

し
な
戦
線
統
一
の
方
向
と
追
求
が
み
ら
れ
た
、
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

大
河
内
一
男
ら
の
「
暗
い
谷
間
」
論
を
批
判
し
、
大
阪
地
方
を
中
心
に
日
本
人
民
闘
争
の
統
一
戦
線
的
伝
統
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

図

た
岩
村
登
志
夫
の
論
文
は
、
神
田
を
も
批
判
し
て
い
る
が
、
大
枠
は
ほ
ぽ
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
さ
か
の
ぽ
れ
ば
、
上
田
耕
一
郎
の
一
九
五

③
 

六
年
の
著
書
な
ど
に
も
か
か
る
見
解
は
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
労
働
運
動
の
問
題
点
を
も
っ
ぱ
ら
共
産
党
の
引
き
ま
わ
し
に
帰

し
た
り
、
あ
る
い
は
社
会
党
・
総
同
盟
の
右
翼
日
和
見
主
義
が
問
題
で
、
共
産
党

・
産
別
会
議
に
は
基
本
的
誤
り
は
何
も
な
か
っ
た
か
の

は

じ

め

に

—

大
阪
地
方
を
中
心
に
し
て
|
ー
,

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

広

} l | 

禎

ナ

秀
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よ
う
に
み
る
見
方
が
な
お
存
在
す
る
以
上
、
右
に
あ
げ
た
論
者
の
基
本
的
一
致
点
の
強
調
は
意
義
を
失
わ
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
論
者
の
あ
い
だ
に
は
、
岩
村
と
神
田
の
違
い
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
以
上
の
も
の
、

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
い
っ
そ
う
重
要
な
相
違
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
産
別
会
議
結
成
に
つ
い
て
も
、
労
働
戦
線
分
裂
固
定
化
の
面

を
重
視
す
る
見
解
と
、
こ
れ
を
労
働
迦
動
高
揚
の
所
産
の
面
を
重
視
す
る
見
解
と
、
力
点
の
四
き
方
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
い
ま
そ
の
問

固

題
を
全
面
的
に
検
討
す
る
用
意
は
な
い
が
、
大
阪
地
方
は
民
主
戦
線
の
探
求
を
お
こ
な
っ
た
京
都
な
ど
と
と
も
に
、
労
働
組
合
戦
線
統

一

の
努
力
が
も
っ
と
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
地
方
の
―
つ
で
あ
り
、
そ
の
検
討
に
よ
っ
て
問
題
の
手
が
か
り
が
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
も
学
び
つ
つ
、
大
阪
地
方
で
は
持
続
的
な
労
働
戦
線
統
一
の
努
力
が
お
こ
な
わ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
急
速
に
産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
組
織
化
へ
向
か
っ
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。
た
だ
紙

数
の
関
係
も
あ
り
、

一
応
の
概
略
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
く
。

注

い
松
尾
芍
兌
「
旧
支
配
体
制
の
解
体
」
（
岩
波
講
座
「
日
本
歴
史
22
・
現
代
1
」

一
九
七
七
）
、
神
田
文
人
「
統
一
戦
線
論
」
（
神
田
文
人
糾
「
体
系

・
日

本
現
代
史
5
」
一
九
七
九
）
、
同
「
日
本
の
統
一
戦
線
運
動
」
第
Il章
、
一
九
七
九
、
犬
丸
義
一
他
「
「
日
本
共
産
党
の
研
究
」
の
研
究
」
一
九
八

0
、
一

三
三
ー
四
ベ
ー
ジ
。

図
岩
村
登
志
夫
「
日
本
人
民
闘
争
の
歴
史
的
伝
統
」
（
「
歴
史
評
論
」
二
五
三
号
、

一
九
七
一

・
八）。

岡
上
田
耕
一
郎
「
戦
後
革
命
論
争
史
」
上
、

一
九
五
六
、
八
五
ー
八
七
ペ
ー
ジ
。

田
松
尾
蕗
兌
「
敗
戦
直
後
の
京
都
民
主
戦
線
」
（
「
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
一
八
）
。

総
同
盟
大
阪
連
合
会
の
成
立

関
西
産
別
成
立
過
程
を
み
る
上
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
総
同
盟
大
阪
連
合
会
の
成
立
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

六
四
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産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

党
」
「
新
党
ハ
当
面
階
級
闘
争
二
重
点
ヲ
置
カ
ナ
イ
」
「
日
本
ノ
タ
メ
ノ
社
会
主
義
、
国
体
護
持
ノ
政
策
デ
進
ム
ベ
キ
」
な
ど
の
説
明
を
お

こ
な
っ
た
。
席
上
田
万
は
「
三
反
主
義
」
を
前
面
に
出
す
よ
り
「
積
極
的
二
党
ノ
政
策
ヲ
前
面
二
出
ス
コ
ト
ガ
必
要
」
と
の
べ
、
西
尾
と

や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
新
党
結
成
と
表
裏
一
体
の
労
働
組
合
結
成
準
備
で
は
旧
日
本
労
働
総
同
盟
の
西
尾
、
前
田

ら
、
旧
日
本
交
通
総
連
盟
ー
大
阪
市
電
関
係
の
岩
気
ら
の
活
動
が
活
発
で
、
戦
時
中
右
粟
化
し
た
旧
全
国
労
働
組
合
同
盟
系
は
「
既
二
労

-
0
月
一

0
日
、
松
岡
の
名
で
招
集
さ
れ
た
全
国
的
単
一
組
織
を
め
ざ
す
労
働
組
合
組
織
懇
談
会
が
ひ
ら

働
組
合
基
礎
ヲ
喪
失
シ
テ
再
建
不
能
ナ
ル
タ
メ
頗
ル
消
極
」
と
、
当
局
か
ら
み
な
さ
れ
た
。
左
右
両
翼
を
排
し
た
新
党
結
成
と
そ
の
基
盤

と
し
て
の
労
働
組
合
結
成
と
い
う
西
尾
ら
の
構
想
は
、
ひ
と
ま
ず
大
阪
地
方
の
労
働
運
動
再
建
活
動
の
主
流
に
な
っ
た
。

中
央
で
は
松
岡
、
西
尾
ら
の
主
迫
権
の
も
と
に
社
会
党
と
新
労
働
組
合
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
旧
日
本
無
産
党
・
日

固

本
労
働
組
合
全
国
評
議
会
（
全
評
）
系
は
九
月
一

0
日
熱
海
で
会
合
、
そ
の
あ
と
高
野
実
ら
は
松
岡
に
会
い
、
新
労
働
組
合
は
産
業
別
労

働
組
合
の
連
合
体
と
す
る
こ
と
、
政
党
加
入
を
自
由
に
す
る
こ
と
な
ど
三
条
件
を
示
し
、
統
一
労
働
総
同
盟
の
結
成
を
申
し
入
れ
、
そ
れ

固

を
松
岡
が
み
と
め
た
と
い
う
。

庄
健
一

、
前
田
、

井
上
良
二
ら
が
会
合
、

敗
戦
後
大
阪
地
方
で
労
働
運
動
再
興
の
た
め
も
っ
と
も
早
く
行
動
を
お
こ
し
た
の
は
西
尾
末
広
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
c

西
尾
の
行
動
は
全
国
的
に
み
て
も
も
っ
と
も
機
敏
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
西
尾
の
指
示
を
う
け
、
前
田
種
男
が
大
阪
に
お
け
る
新
政
党

と
労
働
組
合
再
建
の
た
め
の
初
会
合
を
準
備
し
た
。
上
京
し
て
松
岡
駒
吉
ら
と
会
っ
て
帰
阪
し
た
西
尾
を
中
心
に
、
八
月
二
六
日
、
西
尾
、図

前
田
、
金
正
米
吉
、
大
矢
省
三
、
村
尾
重
雄
、
岩
気
守
夫
、
高
貴
伝
三
郎
、
米
沢
正
美
ら
が
集
ま
り
、
運
動
再
建
の
方
向
を
話
し
合
っ
た
。

⑱
 

九
月
に
は
い
る
と
中
央
の
日
本
社
会
党
結
党
準
備
と
呼
応
し
、
在
阪
社
会
民
主
主
義
者
の
活
動
は
一
段
と
活
発
化
し
た
。
九
月
一

0
日、

西
尾
、
前
田
、
村
尾
、
大
矢
、
金
正
、

高
貴
、
岩
気
、
松
田
長
左
衛
門
、
松
田
喜
一
ら
が
集
ま
り
、
新
政
党
の
性
格
の
問
題
、
新
政
党
の

「
基
底
卜
ど
プ
急
速
二
労
働
組
合
組
織
二
着
手
ス
ル
ベ
キ
」
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
さ
ら
に
九
月
一
六
日
、
大
阪
市
参
事
会
室
に
西

尾
、
田
万
清
臣
、
椿
繁
夫
、
大
矢
、
村
尾
、

六
五

席
上
西
尾
は
「
左
右
両
翼
ヲ
排
除
シ
タ
無
産
新

(809) 



困
難
に
し
て
い
る
状
況
も
指
摘
し
て
い
る
。

か
れ
、
労
働
組
合
組
織
中
央
禅
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。
大
阪
か
ら
中
央
準
備
委
員
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
西
尾
、
松
田
長
左
衛
門
、
仲
橋

⑥
 

喜
三
郎
、
岩
気
、
歳
安
一
郎
、
金
正
で
あ
る
。
こ
の
組
織
が
一

―
月
、
労
働
組
合
総
同
盟
準
備
会
に
改
称
さ
れ
る
。

さ
て
、

一
0
月
六
日
付

「
朝
日
新
聞
」
（
大
阪
脳
）
は
大
阪
市
電
な
ど
閾
西
の
交
通
関
係
で
の
労
働
組
合
結
成
気
述
の
高
ま
り
を
報
じ

-
0
月
四
日
の

G
H
Q人
権
指
令
、
同
月
一

0
日
共
産
主
義
者
ら
政
治
犯
の
釈
放
を
契
機
に
、
関
西
で
も
よ
う
や
く
下
か
ら

の
大
衆
運
動
が
台
頭
し
は
じ
め
た
。
一

0
月
二
五
日
、
中
央
に
呼
応
し
て
労
働
組
合
関
西
地
方
結
成
懇
談
会
が
も
た
れ
、
そ
こ
で
社
会
党

支
持
が
決
議
さ
れ
、
金
正
を
委
員
長
と
す
る
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。
大
阪
関
係
か
ら
は
西
尾
、
大
矢
、
岩
気
、
椿
、
前
田
、
村
尾
、

囮

松
田
、
油
谷
虎
松
、
井
上
良
二
、
安
部
隆
一
が
準
備
委
員
に
な
っ
た
。
準
備
委
員
会
は
中
央
に
な
ら
い
―
一
月
―
二
日
、
労
働
組
合
総
同

盟
関
西
地
方
準
備
会
と
改
称
し
、
同
日
大
阪
関
係
準
備
委
員
に
よ
っ
て
総
同
盟
大
阪
連
合
会
準
備
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
方
、
一
―
月

二
月
一
五
日
の
大
阪
交
通
労
慟
組
合
（
交
労
）
結
成
に
つ
づ
き
大
阪
市
従
業
旦
組
合
（
市
従
）
、

関
西
軍
気

て
い
る
が
、

一
九
日
付
「
大
朝
」
は
、

一
貫
し
て
西
尾
、
金
正
ら
旧
総
同
盟
主
流
派
の
主
専
権
が
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

，
 

う
。
し
か
し
交
労
結
成
大
会
で
会
場
に
来
て
い
た
西
尾
に
「
戦
争
犯
罪
人
は
帰
れ
」
と
い
う
声
が
と
ん
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
主
流
派

の
立
場
も
下
か
ら
の
運
動
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
動
揺
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

翌
年
一
月
一
七
日
、
中
央
で
は
労
働
組
合
総
同
盟
が
結
成
大
会
を
ま
た
す

以
上
の
よ
う
な
推
移
の
な
か
で
は
、

の
関
係
は
「
日
本
社
会
党
を
中
心
と
す
る
民
主
主
義
諸
勢
力
の
結
集
」
を
う
た
っ
た
。
こ
の
と
き
大
阪
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
且
は
、
会
計

監
査
に
大
矢
、
中
央
委
員
に
西
尾
、
金
正
、
歳
安
、
田
井
卒
、
椿
、
仲
橋
、
松
田
、
岩
気
、
前
田
、
村
尾
、
井
岡
大
治
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う

け
て
二
月
二

0
日
、
総
同
盟
大
阪
連
合
会
結
成
大
会
が
ひ
ら
か
れ
、
会
長
金
正
、
主
事
大
矢
、
委
員
に
西
尾
ほ
か
三
七
名
を
選
出
し
た
。

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

実
質
上
全
国
組
織
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
が
、
政
党
と

労
働
組
合
、
さ
ら
に
住
友
金
属
、
汽
車
会
社
な
ど
の
組
合
結
成
準
備
を
伝
え
、
同
時
に
末
曽
有
の
食
棉
危
機
が
か
え
っ
て
組
合
組
織
化
を

六
ナ
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(9) (8) 

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

七
万
五
、

0
0
0名
を
結
集
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
し
だ
い
に
左
派
の
発
言
権
が
増
大
し
て
い
っ
た
。

西
尾
末
広
「
西
尾
末
広
の
政
治
党
害
」
一
九
ナ
j

大
阪
地
方
労
働
運
動
史
年
表
絹
謀
委
員
会
編
「
大
阪
地
方
労
働
運
動
史
年
表
」
一
九
五
七
、
以
下
「
年
表
」
。

内
相
宛
大
阪
府
知
事
報
告

・
九
月
一
三
日
付
「
日
本
社
会
党
結
成
ヲ
統
ル
在
阪
社
会
民
主
主
義
分
子
ノ
勁
向
二

関
ス
ル
件
」
、

「
在
阪
旧
社
大
党
系
分
子
ノ
新
党
結
成
ヲ
続
ル
動
向
二
関
ス
ル
件
」
（
粟
屋
忍
太
郎
編
一
．
汽
料
日
本
現
代
史
3
」

-
J
L
八一

、
所
収
）
。

内
相
宛
静
岡
県
知
事
報
告

・
九
月
一
五
日
付
「
新
政
治
結
社
組
織
ノ
胎
動
二
伴
フ
旧
労
股
、
社
民
系
分
子
ノ
動
向
二
関
ス
ル
件
」
（
粟
屋
編
前
掲

「
朝
日
新
聞
’-（
大
阪
版
）

-
0月
二
六
日
付
は
、
以
下
「
大
朝
」

10
.
26
と
い
う
よ
う
に
略
記
す
る
0

「
大
朝
」

10
.
26
、
総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
員
会
編
「
金
正
米
吉
追
想
録
」
一
九
六
九
、

全
大
阪
工
代
会
議

大
阪
父
通
労
慟
組
合
編
「
大
交
史
」
一
九
六
ー
ノ
、
四
四
ニ
ペ
ー
ジ
。

(7) (6) (5) 

労
慟
省
絹
「
資
料
労
慟
運
動
史
」
(
-
九
四
五
•

四
六
年
）

高
野
実
「
日
本
の
労
慟
運
動
」
一
九
五
八
、

(4-) 3) (2) 

゜

ペ
ー
ジ

(1) 

注

傘
下
に
四
七
組
合

-
0
ベ
ー
ジ
。

一
九
五
一

、
四
0
ナ

同
「
大
衆
と
共
に
」
一
九
五

七
ペ
ー
ジ
3

同
日
夜
、

」ヽ
ヒ
r
、

、-゚

（
一
九
七
一

・
復
刊
）
、

岩
村
登
志
夫
前
掲
論
文
、
二
三
ー
ニ
四

-
0
月
一
九
日
、
釈
放
さ
れ
た
共
産
主
義
者
を
迎
え
大
阪
中
央
公
会
堂
で
、
在
阪
解
放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
、
朝
鮮
人
政
治
犯
釈
放
擁

護
委
員
会
、
関
西
解
放
弁
護
士
団
共
催
の

「
自
由
戦
士
出
獄
歓
迎
関
西
人
民
大
会
」
が
ひ
ら
か
れ
た
（
「大
朝
」

10
.
2
0
)。
集
会
で
は
徳

田
球
一

、
金
天
海
、
黒
木
重
徳
、
西
川
彦
義
ら
が
演
説
、
天
皇
制
打
倒
、
人
民
戦
線
結
成
が
決
議
さ
れ
た
（
「
年
表
」
）
。
「
と
く
に
徳
田
の

熱
弁
は
五
千
人
近
い
大
衆
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
も
り
あ
げ
て
い
っ

た
」。 -

I
―
ペ
ー
ジ
。

同

・
九
月
一
八
日
付

大
阪
地
方
人
民
解
放
連
盟
準
備
会

(811) 



が
結
成
さ
れ
た
（
「
年
表
」
）
。
同
月
二
四
日
、
岩
本
巌
、
戎
谷
春
松
、

再
建
促
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
志
田
が
そ
の
箕
任
者
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
西
川
の
論
説
が
天
皇

図
た。

③
 

―
一
月
一
日
、
大
阪
で
西
川
が
中
心
に
な
っ
て
「
人
民
新
聞
」
が
創
刊
さ
れ

制
打
倒
を
人
民
解
放
連
盟
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
ぺ
き
で
な
い
と
主
張
し
た
た
め
、
党
内
で
問
題
に
な
っ
た
。
西
川
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、

、
束
京
で
高
野
実
と
会
っ
て
運
動
再
建
に
つ
い
て
話
合
い
、
総
同
盟
に
加
入
し
、
総
同
盟
を
民
主

＇ 

-
0
月
一

0
日
宮
城
刑
務
所
を
出
獄
し

は
i

的
に
発
展
さ
せ
る
ぺ
き
と
い
う
点
で
高
野
と
一
致
し
た
と
い
う
。

義
雄
は
、
「
大
阪
の
人
民
解
放
連
盟
の
同
志
に
も
現
れ
た
間
違
っ
た
意
見
」

固

連
盟
の
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

場
し
て
く
る。

と
し
て
こ
れ
を
槍
玉
に
あ
げ
、

天
皇
制
打
倒
こ
そ
人
民
解
放

右
の
よ
う
な
問
題
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
共
産
党
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
同
党
が
深
く
関
与
し
た
労
働
組
合
述
動
が
大
阪
で
も
登

一
九
四
五
年
―
二
月
二
五
日
の
全
大
阪
工
場
代
表
者
会
議
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
「
総
同
盟
に
参
加
し
て

い
な
い
旧
全
評

・
全
協
系
の
組
合
代
表
者
ら
に
よ
り
、
全
大
阪
工
場
代
表
者
会
議
ひ
ら
か
る
、
兼
島
を
準
備
委
貝
長
に
お
し
、

組
合
の
う
え
に
た
つ
産
業
別
単
一
労
組
結
成
の
た
め
の
組
織
活
動
展
開
を
決
定
、
こ
れ
よ
り
翌
年
一
月
中
旬
阪
南
地
協
の
結
成
を
は
じ
め
、

東
大
阪

・
西
大
阪

・
北
摂

・
東
淀
川

・
阪
神
の
各
地
協
ぞ
く
ぞ
く
成
立
」
と
あ
る
。
兼
島
景
毅
は
全
評
系
人
物
で
あ
っ
た
が
、
「
敗
戦
後

、
て
は

「
金
正
米
吉
追
想
録
」
に
も

「
大
阪
で
は
、
旧
全
評
系
の
運

固

四
五
年
共
産
党
に
入
党
」
し
た
と
い
わ
れ
る
。
全
評
系
の
参
加
に
つ
し

ー
企
業

動
者
ー
仲
橋
喜
三
郎
・辻
辰
造
•朝
日
見
端
ら
は、

全
協
系
の
運
動
堵
と
と
も
に

、

全
大
阪
工
場
代
表
者
会
諮
を
開
き
：

・
・
・
・
当
面
、

ま
ず
、

け

っ
た
」
と
あ
る
。
仲
橋
は
前
述
の
よ
う
に
総
同
盟
準
備
会
の
メ
ン
パ
ー
で
あ
っ
た
か

各
地
区
ご
と
に
協
識
会
を
設
立
し
て
い
く
こ
と
に
な

ら
、
「
年
表
」
の
「
総
同
盟
に
参
加
し
て
い
な
い
旧
全
評
」
系
と
い
う
記
述
は
正
し
く
な
い
し
、

を
準
備
委
員
長
に
」
と
い
う
記
述
も
問
題
で
あ
る
。

工
代
会
議
の
性
格
か
ら
い
っ
て

「
兼
島

三
月
は
じ
め
に
ひ
ら
か
れ
た
日
本
共
産
党
第
四
回
再
建
大
会
で
志
奴

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

志
田
重
男
、
西
川
、

松
本
惣
一
郎
ら
か
ら
な
る
共
産
党
大
阪
地
方

六
八

C 812) 



＇ 産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

田
戎
谷
春
松
「
府
党
の
五
十
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

・
19」
(
「
大
阪
民
主
新
報
」
八
八
一
号
）
。

図
「
年
表
」
、
竹
前
栄
治
他
「
出
獄
前
後
の
想
い
出
ー
西
川
彦
義
氏
に
開
<
|
」
(
「
東
京
経
大
学
会
誌
」
―
一
九
号
、

の
工
場
街
か
ら
」
一
九
八
一

、
七
一
ベ
ー
ジ
。

③
竹
前
他
前
掲
論
文
、
原
前
掲
書
七
一
ー
七
四
ベ
ー
ジ
。

田
竹
前
他
前
掲
論
文
。

注

っ
た
の
で
あ
る
。

六
九

(813) 

共
産
党
系
に
つ
い
て
は
、
戎
谷
が
こ
の
エ
代
会
議
の
た
め
奔
走
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
非
党
貝
な
が
ら
共
産
党
と
連
絡
の
あ
っ

⑧
 

た
三
谷
秀
治
は
東
洋
製
缶
労
組
委
員
長
と
し
て
こ
れ
に
出
席
し
た
と
い
う
。

さ
て
大
阪
で
、
旧
日
本
労
働
組
合
全
国
協
議
会
（
全
協
）
系
と
い
う
よ
り
は
、
大
阪
の
共
産
党
幹
部
が
労
働
組
合
結
成
で
最
初
か
ら
全

評
系
と
共
同
行
動
を
と
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

関
東
地
方
で
は
総
同
盟
と
は
別
に
、
「
組
合
員
の
政
党
支
持
の
自
由
」
を
か
か
げ
、

共
産
党
の
指
導

・
協
力
の
下
に
神
奈
川

・
東
京
の
エ
代
会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
こ
れ
を
基
礎
に
四
六
年
一
月
二
七
日
関
東
地
方
労
働
組
合
協

議
会
（
関
東
労
協
）
が
結
成
さ
れ
た
。
大
阪
で
は
共
産
党
が
総
同
盟
と
別
に
で
は
あ
る
が
、
総
同
盟
の
組
織
化
活
動
に
参
加
し
て
い
た
仲

橋
な
ど
と
組
織
的
に
提
携
し
て
左
翼
指
達
の
組
合
組
織
化
に
晋
手
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
組
織
活
動
の
―
つ
の
特
徴
は
各
地
域
ご
と
に
協
議
会
を
つ
く
っ
て
い
く
い
わ
ぱ
下
か
ら
の
組
合
づ
く
り
の
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
し

＂̂r U
 

て
「
各
地
区
の
単
一
組
合
を
結
集
し
て
、
全
大
阪
労
働
組
合
結
成
の
方
向
を
指
向
し
た
」
。
も
っ
と
も
、
「
年
表
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
た
だ
ち
に
各
地
協
が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
全
大
阪
工
代
会
議
か
ら
全
大
阪
労
組
準
備
会
へ
の
流
れ
は
、
総
同
盟
結
成
準
備
に
参
加
し、

そ
の
左
派
を
形
成
し
た
部

分
と
提
携
し
て
組
織
さ
れ
た
点
で
関
東
労
協
な
ど
と
性
格
を
異
に
し
、
そ
の
意
味
で
大
阪
で
は
い
わ
ゆ
る
労
協
系
組
織
は
結
成
さ
れ
な
か

一
九
八
一

・
一）
、
原
全
五

「
大
阪



ま
り
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
。

uo) (9) (8) (7) (6) (5) 

「
日
本
社
会
運
動
人
名
辞
典
」
一
九
七
九
゜

一
九
八
―

・
1
 

0
・
ニ
五
゜

、
金
子
健
太
「
産
別
会
議
の
初
期
の
活
動
」

（「
労
慟
連
動
史
研
究
」
五
三
号、

戎
谷
春
松
「
府
党
の
五
十
年
を
ふ
り
か
え
っ
て•2
0」
(
「大
阪
民
主
新
報
」
八
八
三
号
）
。

労
働
戦
線
統
一
懇
談
会

野
坂
参
三
の
婦
国
を
契
機
に
民
主
戦
線
結
成
巡
動
が
高
ま
っ
た
が
、
労
働
組
合
運
動
の
分
野
で
も
四
六
年
二
月
の
時
期
に
、
総
同
盟
の

高
野
実
、

荒
畑
頃l
村
ら
と
共
産
党
•

関
束
労
協
の
野
坂
、
徳
田
球
一
、
長
谷
川
浩
ら
と
の
間
で
労
慟
組
合
迎
動
統
一
の
た
め
の
話
合
い
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
大
阪
地
方
で
は
こ
の
時
期
に
、
二
月
一
五
日
の
野
坂
来
阪
と
そ
の
歓
迎
大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
全
労
働
組
合
戦
線
統

一
の
気
迎
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
を
推
進
し
た
組
織
が
労
働
戦
線
統
一
懇
談
会
で
あ
る
が
、
こ
の
組
織
は
大
阪
の
民
主
戦
線
結
成
運
動
の
高

二
月
四
日
、
人
民
新
聞
社
の
「
肝
煎
り
」
で
、
「
民
主
戦
線
結
成
促
進
に
関
す
る
座
談
会
」
が
ひ
ら
か
れ
、
共
産
党
大
阪
地
方
委
員
会
、

社
会
党
尼
崎
支
部
、
関
西
自
由
人
ク
ラ
プ
、
交
通
労
働
組
合
関
西
地
方
同
盟
、
大
阪
教
育
労
働
組
合
、
全
大
阪
労
働
組
合
な
ど
四
〇
団
休

が
参
加
、
民
主
戦
線
即
時
結
成
の
論
諮
が
か
わ
さ
れ
、
「
民
主
戦
線
結
成
世
話
人
会
」
が
組
織
さ
れ
た

談
会
」
は
、
人
民
新
聞
社
が
よ
び
か
け
、
共
産
党
大
阪
地
方
委
員
会
が
出
席
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
野
坂
来
阪
を
に
ら
み
、
民
主
戦
線

結
成
を
め
ざ
し
て
共
産
党
が
牛
備
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
点
で
共
産
党
大
阪
地
方
委
貝
会
は
民
主
戦
線
結
成
を
呼
び
か
け
つ
つ

労
傷
省
編
前
掲

谷
秀
治
か
ら
の
聴
取
、

総
同
盟
五
十
年
史
刊
行
委
且
会
編
前
掲
杏
、

「
赤
旗
」
再
刊
六
号

(
4
5
.
1
2
.
12)
。

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

一
八
六ペ

ー
＂＞。

一
九
七
O
・
―二
、
五
八
ー
五
九
ペ
ー
ジ
）
。

（
「
大
毎
」

2
.
6
)。
こ
の
「
座

七
〇

(814) 



産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

戦
線
統
一
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
「
こ
の
労
組
側
の
動
き
と
の
提
携
問
題
が
議
せ
ら
れ
、

七

一
七
日
中
之
島
剣
先
公
屎
で
ひ
ら
か
れ

大
阪
で
の

組
合
事
務
所
で
民
主
戦
線
結
成
促
進
運
動
に
つ
き
懇
談
す
る
」
。

＼
、
社
会
党
中
央
が
統
一
戦
線
時
期
尚
早
論
に
立
ち
、
そ
の
上
社
会
党
大
阪
府
連
は
西
尾
ら
を
中
心
と
す
る
社
会
党
右
派
の
中
心
で
あ
る

だ
け
に
、
上
か
ら
の
民
主
戦
線
実
現
は
き
わ
め
て
困
難
と
判
断
し
、
下
か
ら
の
統
一
と
い
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ

図る
。
こ
の
下
か
ら
の
統
一
と
い
う
方
針
の
な
か
で
、
労
働
組
合
運
動
で
は
各
地
区
ご
と
の
工
場
代
表
者
会
議

・
労
組
協
議
会
を
通
じ
て
社

会
党
と
共
闘
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
実
際
、
社
会
党
府
連
は
共
産
党
が
天
皇
制
廃
止
と
人
民
共
和
政
府
樹
立
に
固
執
す
る
以
上
共
同

戦
線
は
組
め
な
い
と
拒
否
の
態
度
を
示
し
、
共
産
党
大
阪
地
方
委
は
野
坂
歓
迎
大
会
主
催
団
体
に
社
会
党
府
連
が
参
加
す
る
見
込
み
も
薄

岡

い
と
判
断
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
二
月
四
日
の
「
座
談
会
」
に
参
加
し
た
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
中
間
的
組
合
、
総
同
盟
左
派
組
合
の
あ
い

だ
か
ら
民
主
戦
線
結
成
運
動
が
お
こ
っ
て
き
た
。
二
月
一

0
日
付
「
大
毎
」
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
野
坂
参
三
氏
の
西
下
を
契
機
に
関

西
交
労
、
関
西
電
気
、
大
阪
貨
物
自
動
車
、
大
阪
市
電
、
松
下
電
機
、
大
阪
教
育
者
の
六
労
組
が
来
る
一
三
日
、
大
阪
市
役
所
内
従
業
員

右
の
「
労
組
側
の
動
き
と
の
提
携
」
は
、
野
坂
来
阪
中
に
民
主
戦
線
結
成
労
働
組
合
懇
談
会
の
形
で
具
体
化
さ
れ
た
。
野
坂
は
二
月
一

五
日
京
都
か
ら
大
阪
に
着
き
、
民
主
戦
線
結
成
世
話
人
会
主
催
の
会
合
な
ど
に
出
席
し
た
の
ち
、

出

た
約
五
、

0
0
0人
の
歓
迎
大
会
で
演
説
し
、
民
主
戦
線
結
成
を
強
く
訴
え
た
。
翌
一
八
日
、
大
阪
市
従
業
員
組
合
、
関
西
交
通
労
働
組

合
、
関
西
電
気
労
組
、

日
本
発
送
電
従
業
員
組
合
、
大
阪
教
育
労
組
、
松
下
産
業
労
組
の
六
組
合
が
提
唱
し
た
民
主
戦
線
結
成
労
働
組
合

固

懇
談
会
が
、
約
三

0
組
合
の
参
加
で
中
央
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
懇
談
会
は
、
と
く
に
来
阪
中
の
野
坂
か
ら
民
主
戦
線
結
成
は

急
務
と
い
う
あ
い
さ
つ
を
う
け
た
の
ち
、
活
発
な
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
、
「
民
主
戦
線
の
確
立
」
お
よ
び
「
労
働
組
合
戦
線
の
統
一
」

そ
し
て
こ
の
動
き
が
た
だ
ち
に
二
月
九
日
の
民
主
戦
線
結
成
世
話
人
会

野
坂
氏
歓
迎
人
民
大
会
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、

(815) 



こ
と
に
一
決
」
と
書
い
て
い
る
。
「
大
毎
」

(
3
.
5
)
も

結
局
一
六
団
体
か
ら
世
話
人
が
選
ば
れ
た
。
こ
こ
で
の
問
題
の
焦
点
は
、
総
同
盟
加
盟
組
合
と
非
加
盟
組
合
と
の
組
綿
的
統
一
を
い
か

に
実
現
す
る
か
に
あ
っ
た
が
、
三
月
一
日
世
話
人
会
は
一
っ
の
結
論
に
達
し
た
。
三
月
二
日
付
「
大
朝
」
は
「
R
労
総
同
盟
に
加
入
／
大

阪
の
労
働
戦
線
統
一
成
る
」
の
見
出
し
で
、

．．．．．
．
 一
六
団
体
に
よ
る
世
話
人
会
を
設
け
て
促
進
さ
れ
た
粘
采
、
従
来

に
微
妙
な
関
係
が
瞬
碍
と
な
っ
て
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
が

の
ゆ
き
が
か
り
を
水
に
流
し
て

A
労
総
同
盟
に
挙
げ
て
加
入
し
、
強
力
な
る
戦
線
統
一
を
急
速
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
l

「
組
合
内

民
主
化
の
徹
底
、
政
党
支
持
の
自
由
、
産
業
別
単

一
組
合
の
組
織
の
三
項
を
諒
解
事
項
と
し
て
府
下
全
組
合
挙
げ
て
総
同
盟
に
加
入
す
る

・
:
・
：
一
六
団
体
代
表
か
ら
な
る
世
話
人
会
で
懇
談
数
度
、
去
る
一
日
合
流
加
盟
に

種
々
の
行
き
が
か
り
か
ら
事
実
上
進
展
し
な
か
っ
た
が

決
ま
り
近
く
総
同
盟
大
阪
府
連
に
正
式
申
入
れ
を
行
う
が
、
総
同
盟
で
も
受
入
れ
る
方
針
で
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
三
項
目
の
扱
い
が

問
題
だ
が
、
「
諒
解
事
項
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
加
入
の
た
め
の
絶
対
的
条
件
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
三
項
目

三
月
八
日
世
話
人
会
は
総
同
盟
一
括
加
人
の
事
務
手
続
き

自
体
の
理
解
も
関
係
者
の
間
で
か
な
り
の
相
違
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

っ
た
。

6
 

を
期
す
こ
と
、
そ
し
て
労
働
戦
線
統
一
懇
談
会
を
設
四
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
「
統
一
懇
談
会
」

西
交
労
、
関
西
屯
気
、

日
発
、
大
阪
教
労
、
松
下
労
組
、
海
旦
組
合
、
関
西
俸
給
生
活
者
組
合
、
新
聞
通
信
労
組
、
全
大
阪
労
組
お
よ
ぴ

束
大
阪

・
西
大
阪

・
南
大
阪

・
北
大
阪
、
北
摂
、
阪
南
、
岸
和
田
、
堺
の
各
地
区
協
議
会
か
ら
各

一
名
選
出
と
決
め
ら
れ
た
。
世
話
人
選

出
方
法
は
産
業
別

・
地
区
別
の
二
本
立
て
で
あ
る
が
、
地
協
の
多
く
は
準
備
段
階
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
に
、

当
て
ら
れ
た
点
が
注
意
を
ひ
く
。
こ
れ
は
共
産
党
大
阪
地
方
委
お
よ
び
「
懇
談
会
」
の
な
か
で
、
地
協
確
立
を
韮
礎
に
労
拗
戦
線
統
一
と

い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
体
か
ら
み
れ
ば
、
世
話
人
団
体
の
中
心
は
企
業
別
な
い
し
産
別
系
粗
合
に
あ

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

「
大
阪
に
お
け
る
民
主
労
傷
戦
線
の
統
一
は
日
労
総
同
盟
加
入
組
合
と
未
加
人
組
合
と
の
間

「
大
阪
に
お
け
る
民
主
労
働
戦
線
統
一
が
叫
ば
れ
な
が
ら
総
同
盟
に
対
す
る

一
八
名
中
八
名
を
割
り

の
世
話
人
は
、

大
阪
市
従
、
関

ヒ
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産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

七

固
「
大
朝
」

2

.19
、
「
大
毎
」

2
.
1
9
、
「
ア
カ
ノ
タ
」

3
.
6
。
参
加
組
合
数
は
「
大
朝
」
が
五
三
、
「
大
毎
」
が
三
四
、
「
f
カ
ノ
ク
ー
ーが
7

約
＝パ）

組
合
の
代
表
や
有
志
」
と
ま
ち
ま
ち
だ
が
、

一
応
本
文
の
よ
う
に
し
た
。
会
合
の
名
称
も
新
聞
に
よ
り
異
な
る
が
、
内
容
か
ら
「
＇
ノ
カ
ハ
タ
」

r従
っ
た
。

囮
「
大
朝
」
2

.
19
。
設
四
さ
れ
た
組
織
の
名
称
も
、
「
大
毎
」
で
は
「
労
働
戦
線
統
一
準
備
会
（
仮
称
）
」
、
「
年
表
」
で
は
「
労
働
戦
線
統

一
促
進
協
議

会
」
て
一
致
し
な
い
が
、
一
応
記
述
が
も
っ
と
も
詳
細
な
「
大
朝
」
に
従
っ
た
。

「
大
毎
」

2

.16
、
2

.18
、
「
大
朝
」

2
.
1
8
、

「
年
表
’r
。
な
お
「
年
衣
」
は
歓
迎
大
会
を
一
五

nと
し
て
い
る
が
洪
り
。

(3) (2) 

「
大
毎
」

2
.
9
、
2
.
1
0
0

「
大
毎
」

1
.27
、
2

.
9
。

（
松
尾
昨
兌
「
旧
支
配
体
制
の
解
体
」
（
前
掲
占

、
神

m文
人
前
掲

nfo

注

響
下
の
組
合
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
共
産
党
の
影

の
強
く
な
い
組
合
も
加
入
申
込
み
を
見
合
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

会
で
至
急
ま
と
め
る
こ
と
を
予
定
す
る
も
、
統
一
問
題
し
だ
い
に
ゆ
き
な
や
む
」
（
「
年
表
一
）
。
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
共
産
党
の
影

世
話
人
会
の
総
同
盟
一
括
加
入
方
針
は
宙
に
浮
い
た

「
そ
の
後
一

-i
.-i五
ま
で
加
入
申
込
み

一
組
合
も
な
く
、

総
同
盟
な
だ
れ
込
み
方
針
は
、
共
産
党
大
阪
地
方
再
建
促
進
委
の
時
期
か
ら

を
打
ち
合
わ
せ
、
三
月

よ
ひ
全
大
阪
労
祖
力
ら
一
名
と
き
め
た
（
「
年
表
）
。

が
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
総
同
盟
一
本
化

7
 

あ
っ
た
と
み
る
ぺ
き
だ
ろ
う
6

五

二

0
日
の
あ
い
だ
に
申
し

れ
る
こ
と
を
決

E
し
、
世
話
＼
幹
．
ト
え
）
津
脇
品
代
男
、
中
川
屯
古
、

さ
て
、
世
話
人
会
に
よ
る
総
同
盟
一
本
化
方
針
決
定
の
重
要
な
前
提
と
し
て
は
、
共
産
党
大
阪
地
方
委
が
そ
れ
を
是
認
し
て
い
た
こ
と

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
マ
に
共
産
党
中
央
は
、
総
同
盟
と
の
吐

m
 

方
針
で
党
全
体
を
統
一
し
た
の
で
あ
る
。
大
阪
ァ
に
お
け
る
総
同
盟
一
本
化
方
針
も
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

ん
の
た
め
の
折
衝
に
は
見
切
り
を
つ
け
、
全
国
的
に
産
別
会
議
を
結
成
す
る

.
i
-
•

一
▲
八
の
世
話
人

に
山
お

(817) 



切

な

お

、
総
同
盟
一
本
化
方
針
は
共
産
党
中
央
で
も
こ
の
時
期
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
神
山
茂
夫
「
統
一
戦
線
戦
術
の
諸
問
題
」
一
九

五
三
、
三
0
ニ
ベ

ー
ジ）。

固
長
谷
川
浩

「ニ

・
一
ス
ト
前
後
と
日
本
共
産
党
」

(
-
J
L
七
六
）
の
第
―――
漱
は
共
産
党
中
央
部
に
お
け
る
当
時
の
方
針
の
背
以
を
の
へ
て
い
る
。
徳
田

球
一

の
共
産
党
機
閑
誌

「
前
衛
」
三
月
リ
巷
頭
論
文
「
労
慟
組
合
の
統

一
に
つ
い
て
」

(3

.
15
執
邪
）
は
当
時
の
共
産
党
中
央
の
方
針
を
示
し
た
も
の

て
あ
る
。

さ
て
、
労
働
戦
線
統

一
懇
談
会
の
活
動
と
並
行
し
て
、

長
）
・
仲
橋
・
辻
•
朝
日

・
北
田

（以
上
旧
全
井
）
・
志
田
・
戎
谷
・
西
川
•
島
田
（
以
上
旧
全
協
）
等
を
え
ら
ひ‘

-
―
ー
・

八
の
労
慟
戦
線

統
一
促
進
協
議
会
世
話
人
会
の
手
を
つ
う
じ
て
総
同
盟
へ
加
人
す
る
こ
と

・
結
成
大
会
を
一
-
;

-

る
。
志
田
、
戎
谷
、
西
川
ら
共
産
党
大
阪
地
方
委
幹
部
が
名
を
辿
ね
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
時
点
ま
で
共
産
党
大
阪
地
方
委
は
全
大
阪
労

組
を
き
わ
め
て
重
く
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
わ
け
て
は
な
い
。
北
田
辰
之
進

図

と
こ
ろ
で
全
大
阪
労
組
準
備
会
は
傘
下
に
か
な
ら
ず
し
も
直
接
多
数
の
組
合
や
組
合
員
を
擁
し
て
い

は
当
時
関
西
電
気
労
組
の
役
員
で
あ
っ
た
が
、
全
大
阪
労
組
準
備
会
に
は
た
ん
な
る
一
個
人
の
資
格
で
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
点

で
は
、
全
大
阪
労
組
は
む
し
ろ
労
働
組
合
幹
部
の
提
携
の
場
、

い
い
か
え
れ
ば
共
産
主
義
者
と
左
焚
社
会
民
主

t
義
者
の
統
一
戦
線
の
一

形
態
で
あ
り
、
同
時
に
地
協
結
成
な
ど
に
よ
っ
て
下
か
ら
労
働
戦
線
統
一
を
推
進
す
る
中
軸
組
合
と
い
う
役
割
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の

共
産
党
大
阪
地
方
委
が
こ
れ
を
重
視
し
た
理
由
は
右
の
点
に
加
え
、
世
話
人
会
に
よ
る
総
同
盟
一
括
加
盟
が
現
実
化
し
、
共
産
党
系
活

で
あ
る
。

一
に
ひ
ら
く
こ
と
な
ど
を
決
定
」
と
あ

活
動
が
あ
っ
た
。「
年
表
」
に
よ
れ
ば
、

三
月
七
日

「
西
成
工
業
館
に
全
大
阪
労
働
組
合
結
成
準
備
会
開
催
、

準
備
委
員
に
兼
島

（
委
員

四

全
大
阪
労
働
組
合

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

四
五
年

―
二
月
の
全
大
阪
工
代
会
議
の
後
、
全
大
阪
労
働
組
合
の
結
成
準
備
の

七
四

(818) 



産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

や
が
て
大
阪
製
鎖
労
組
の
常
任
書
記
と
な
り
、

ヒ
五

中
間
系
組
合
結
集
に

大
き
な
役
割
を
演
じ
る
に
到

「
い
つ
と
は
な
し
に
消
え
て
し
ま
っ
た
、

動
家
と
そ
の
所
属
組
合
の
「
総
同
盟
な
だ
れ
込
み
」
の
傘
と
考
え
た
た
め
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
全
大
阪
労
組
の
結
成
大
会
が
総
同
盟
一
括

加
盟
申
込
み
と
同
じ
時
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る。

と
こ
ろ
が
前
述
の
ご
と
く
共
産
党
大
阪
地
方
委
の
総
同
盟
一
本
化
方
針
に
転
換
が
お
こ
っ
た
結
果
、
そ
の
全
大
阪
労
組
に
対
す
る
方
針

も
大
き
く
変
化
し
た
。
三
月
ニ
―
日
、
全
大
阪
労
組
の
結
成
大
会
が
ひ
ら
か
れ
た
が
、
天
辻
鋼
球
、
沖
守
ポ
ン
プ
、
松
尾
橋
梁
な
ど
の
組

西
川
も
委
員
に
選
は
れ
た
と
い
う
が
（
北
田
談
）
、
志
田
、

な
し')

゜

戎
谷
ら
は
手
を
引
い
た
。

合
代
表
が
参
加
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
委
員
長
に
仲
橋
、
書
記
長
に
辻
辰
造
、
委
員
に
針
金
一
夫
、
北
田
ほ
か

―二
名
を
選
び
（
「
年
表
」
）
、

こ
れ
は
共
産
党
が
前
面
に
出
る
の
を
避
け
、
大
衆

的
性
格
を
強
め
る
た
め
の
配
慮
た
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
（
北
田
談
）
が
、
共
産
党
側
が
全
大
阪
労
組
を
重
視
し
な
く
な

っ
た
こ
と
は
否
め

共
産
党
側
か
ら
み
れ
は
、
総
同
盟
一
本
化
方
針
を
と
ら
な
く
な
っ
て
、
橋
渡
し
役
の
組
徽
は
必
要
で
な
く
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
全
大

阪
労
組
は
五
月
の
メ
ー
テ
ー
で
は
一
定
の
役
割
も
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
自
然
消
滅
に
到
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
委
員
で
あ
っ
た
北
田
が

去
議
の
連
絡
も
な
く
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
委
員
の

一
人
、
針
金
は
四
六
年
四
月
総
選
挙

で
仲
橋
の
事
務
長
も
つ
と
め
た
が
、

全
大
阪
労
組
に
は
下
か
ら
の
労
働
組
合
組
織
化
、
共
産
主
義
者
と
左
奨
社
会
民
主
主
義
者
と
の
統

一
戦
線
の

一
形
態
と
い
う
意
味
も

る。あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
総
同
盟
一
本
化
の
方
向
が
崩
れ
去
る
と
と
も
に
、
全
大
阪
労
組
の
存
在
意
義
は
半
ば
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
左
派

・
中
間
系
組
合
の
総
同
盟
一
括
加
入
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
左
派
系
組
合
の
総
同
盟
加
入
方
針
が
す
べ
て
た
ん
な
る
方
針

で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
鉄
鋼
関
係
の
若
干
の
組
合
は
こ
の
方
針
に
従
っ
て
実
際
に
総
同
盟
に
加
入
し
た
。
当
時
共
産
党
員
で
、
淀
川

は
[

製
鋼
労
組
出
身
の
全
日
本
鉄
鋼
産
業
労
組
関
西
支
部
の
幹
部
で
あ
っ
た
渡
辺
点
に
よ
れ
ば
、
総
同
盟

一
括
加
盟
方
式
は
人
為
的
な
上
か
ら

の
統
一
方
式
で
無
理
が
あ
っ
た
が
、
鉄
鋼
関
係
で
は
こ
の
方
針
に
そ
っ
て
渡
辺
が
オ
ル
グ
し
、
淀
鋼
、
大
同
製
鋼
、
日
亜
製
鋼
、
大
谷
興
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全
国
的
な
産
別
会
議
結
成
の
提
唱
は
四
六
年
二
月
九
日
、

注

五

産
別
関
西
会
議
の
結
成

ー
前
掲
論
文
）
。

図
北
田
辰
之
進
ヵ
ら
の
聴
取、

一
九
．／
ー
・

一
―
•

一
五
゜

③
全
国
金
屈
労
慟
組
合
大
阪
製
鎖
支
部
機
閲
紙
「
あ
し
な
み

―
―
六
号
、

出
渡
辺
必
か
ら
の
聴
取
、

一
九
八
一

・
九

・
三
0
。

固

朝

山
峻
「
全
日
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
関
西
支
部
会
議
議
事
録
」
（
以
下
「
朝
山
ノ
ー
ト
」
）
。
朝
山
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
大
和
製
鋼
の
生
産
管
理
淵
争
」

（
「
人
文
研
究
」
三
一
巻
八
分
冊
、

一
九
七
九

・
―
-
)
参
照
。

囮
荒
畑
寒
村
「
寒
村
自
伝
」
下
、
岩
波
文
庫
、

一
九
七
五
、
三
四
四
ペ
ー
ジ
。

た
こ
と
に
な
る
。

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

日
本
新
囮
通
信
労
働
組
合
結
成
大
会
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
以
後
中
央

一
九
4

ハナ

・
五
、
同
支
部
編
「
二

0
年
の
歩
み
」
一
九
六
ヒ
゜

戎
谷
は
「
全
大
阪
労
働
組
合
の
委
員
長
は
藤
田
藤
太
郎
（
京
阪
神
急
行
）
」
と
の
へ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
点
「
年
表
」
の
品
述
に
問
題
が
残
る

七
ナ

（戎
谷

業
、
尼
崎
製
鋼
の
五
組
合
を
総
同
盟
に
加
入
さ
せ
た
と
い
う
。
総
同
盟
の
前
田
種
男
も
加
入
を
歓
迎
し
、
渡
辺
は
総
同
盟
の
会
議
に
も
出

席
し
た
。
し
か
し
当
時
総
同
盟
は
産
別
結
集
の
方
針
が
弱
く
、
組
合
活
動
家
か
ら
総
同
盟
加
入
に
対
す
る
強
い
批
判
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。

五
月
六
日
の
全
鉄
労
関
西
支
部
執
行
委
貝
会
で
は
、
総
同
盟
の
産
別
統
一
運
動
に
は
関
西
支
部
各
分
会
は
加
わ
ら
な
い
と
い
う
「
強
カ
ナ

引
i

ル
申
合
セ
」
を
し
た
5

結
局
、
総
同
盟
へ
の
個
別
加
入
方
針
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

敗
戦
直
後
組
織
さ
れ
た
労
働
組
合
の
新
幹
部
が
総
同
盟
の
右
焚
的
、
保
守
的
領
向
に
強
い
反
感
を
も
っ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
荒
畑
寒

⑥
 

村
も
指
摘
し
て
い
る
。
総
同
盟
に
加
入
し
た
関
西
の
左
派
系
鉄
鋼
労
組
は
、
加
入
の
結
果
か
え
っ
て
総
同
盟
へ
の
反
発
を
強
め
て
し
ま

っ

(820) 



産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

ヒ
ヒ

屯
産

(J
口
）
・
化
学

の
産
別
会
議
準
備
会
の
な
か
で
結
成
を
強
力
に
推
進
し
た
の
は
新
聞
通
信
労
組
な
ど
の
産
別
単
一
労
組
（
お
よ
こ
準
備
会
）
と
関
束
労
協

で
あ
っ
た
。

G
H
Q労
働
課
は
ア
メ
リ
カ
の

C
I
O
型
の
産
別
組
織
が
望
ま
し
い
と
し
て
、
当
時
産
別
会
議
結
成
を
支
持
し
て
い
た
。
ニ

月
一
六
日
の

産
業
別
弔
一
化
こ
そ

n本
労
慟
運
動
の
主
流
と
な
っ
て
き
た
と
強
調
、
こ
れ
を
妨
げ
る
「
御
用
組
合
の

幹
部
」
「
労
働
組
合
を
特
定
政
党
の
傘
下
に
糾
合
し
よ
う
と
す
る
旧
い
労
働
組
合
の
指
導
者
」

聞
通
信
労
組
の
立
場
の
代
弁
と
さ
え
い
え
る
。
こ
う
し
た
情
勢
を
み
た
共
産
党
が
、
産
別
会
證
結
成
方
針
で
全
国
の
党
の
方
針
を
急
速
に

さ
て
、
大
阪
て
は
メ
ー
テ
ー
後
も
労
働
戦
線
統
一
懇
談
会
の
協
謹
が
続
い
た
。
「
年
表
」
に
よ
れ
ば
、

図

話
人
会
を
ひ
ら
き
、
総
同
盟
加
入
推
進
問
題
を
検
討
、
労
働
戦
線
統
一
促
進
関
西
協
證
会
と
し
て
産
別
整
理
に
貢
献
す
る
こ
と
を
決
定
」

と
あ
る
。
活
動
の
董
点
が
産
別
整
理
に
変
わ
り
始
め
た
よ
う
で
あ
る
力
、
そ
れ
は
世
話
人
会
の
行
き
づ
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

パ
月
四

R
、
世
話
人
会
に
転
機
が
お
と
ず
れ
た
。
こ
の
［
、

•

国
鉄
・

化
学
・

鉄
鋼
・

逓
信
・

造
船
・

市
従
・

電
産
・

電
金
・

電
工
・

日
映
・

日
炭
・

金
属
・

日
通
・

教
員
な
ど
二
六
組
合

代
表
参
梃

し
て
統
一
問
題
を
検
討
、
総
同
盟
加
入
は
各
組
合
の
条
件
に
応
じ
て
や
る
こ
と

・
改
め
て
関
西
労
慟
組
合
協
敬
会
を
結
成
す
る
こ
と
を
決

定
、
統

一
運
勁
事
実
上
ゆ
き
づ
ま
る
，
一
（
「
年
及
ー
）
。

山
脇
陽
三
（
全
鉄
労
）
、
中
川
重
吉
（
市
従
）
、

会）
、
沖
脇
喜
代
男
（
交
通
）
、
中
野
・
9

良一

括
加
入
は
こ
こ
で
ボ
実
上
完
全
に
否
定
さ
れ
た
。

「
統
一
促
進
協
説
会
世
話
人
会
、

刃
月
ニ
ヒ

n

そ
し
て
閾
西
労
働
組
合
協
議
会
の
常
任
世
話
人
と
し
て
岡
野
正
雄

喜
多
幡
竜
次
郎
（
全
関
西
化
学
労
組
連
合
会
）
、
三
谷
秀
治
（
関
西
金
屈
機
器
労
組
準
備

③
 

（
新
聞
通
信
）
を
選
ん
た
。
世
話
人
会
は

続
い
て
産
別
関
西
地
協
結
成
の
提
唱
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
「
同
日
、
世
話
人
会
終
了
後
、
中

・
公

〔
中
之
島
公
会

堂〕

：
．．．． 
に
て
鉄
鋼
産
業
労
組
•

関
西
化
学
労
組
が
産
業
別
労
働
組
合
会
議
関
西
地
方
協
議
会
準
備
会
を提
唱
、

（
海
貝
組
合
）
、

各
咤
別
組
合
を
招
出
し
て
間
佃
、
交
通

「
促
進
協
咄

広世

一
本
化
し
た
わ
げ
て
あ
る
。

産
別
労
組
を
基
本
と
し
て
改
組
さ
れ
、
総
同
盟

と
の
闘
争
の
必
要
を
説
い
た
。

そ
れ
は
新

朝
日
」
社
説
は

(821) 



の
よ
う
な
特
徴
の
―
つ
の
反
映
と
も
い
え
る
。

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

マ
マ

（
喜
多
福
・

奥
野
）
・

機
器
（
三
谷
•

西
川
）
・

鉄
鋼
（
渡
辺
・

山
脇
）
•

新
聞
（
中
野
）

備
委
長
山
脇

・
副
未
定

・
忠
記
長
渡
辺
」
と
な
っ
た
。
午
前
中
に
関
西
労
働
組
合
協
證
会
が
新
発
足
し
、
午
後
さ
ら
に
産
別
関
西
地
協
準

備
会
が
結
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
午
後
の
会
議
で
は
、
関
西
労
働
組
合
協
議
会
と
産
別
関
西
地
協
と
の
関
係
、
今
後
の
労
傷
戦
線
統
一

は
i

問
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
固
「
閾
西
労
働
組
合
協
議
会
内
二
強
カ
ナ
ル
産
別
組
織
ヲ
岡
」
く
こ
と
、
佃
関
西
産
別
は
「
全
国

的
規
模
二
於
テ
強
カ
ナ
ル
統

一
戦
線
ヲ
結
成
ス
可
ク
、
従
ッ
テ
其
ノ
実
行
手
段
等
ハ

囮
「
依
ッ
テ
網
領
、
規
約
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
早
急
二
作
成
」
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

合
流
す
る
組
織
で
あ
り
、
関
西
労
働
組
合
協
議
会
は
従
来
の
統
一
促
進
協
を
改
組
し
た
関
西
レ
ベ
ル
の
よ
り
ゆ
る
や
か
な
産
別
組
織
中
心

の
協
議
体
で
あ
っ
た
。
関
西
地
方
の
産
別
組
織
の
結
集
が
こ
の
よ
う
に

二
重
に
な
さ
れ
た
点
は
注
意
し
て
よ
い
点
で
あ
る
。

別
結
集
の
必
然
性
と
産
別
会
議
と
い
う
特
定
の
全
国
組
織
へ
の
結
集
と
の
違
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど
参
加
し
、

一
般
的
な
産

渡
辺
は
、
「
産
別

引
[

に
結
集
し
た
組
織
体
を
作
っ
た
ほ
う
が
自
然
だ
し
、
早
い
と
判
断
し
、
各
労
組
に
よ
び
か
け
て
い
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
d

渡
辺
に
代
表

さ
て
、
関
西
産
別
の
提
唱
は
鉄
鋼
と
化
学
の
組
合
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が、

渡
辺
忌
が
そ
の
衝
に
当
た
っ
た
。

さ
れ
る
よ
う
な
判
断
の
前
提
と
な
っ
た
産
別
組
織
成
長
の
特
徴
が
さ
ら
に
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
若
千
の

第
一
に
、
敗
戦
後
の
日
本
の
民
主
的
変
革
の
趨
勢
ー
ー
＇
国
際
的
な
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
連
合
と

G
H
Q
の
政
策
が
こ
れ
を
助
長
し
た
ー
ー
の

な
か
で
、
産
別
会
議
は
、
民
主
的
変
革
の
も
っ
と
も
直
線
的
な
流
れ
に
竿
さ
し
た
と
も
い
え
る
特
徴
で
あ
る
。
渡
辺
の
判
断
も
迎
動
の
そ

第
二
に
、
大
企
業
の
労
働
組
合
が
急
速
に
産
業
別
に
結
集
し
、
労
働
運
動
発
展
の
主
軸
と
さ
え
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
全
関
西
化
学
労

⑥
 

組
結
成
の
中
心
と
な
っ
た
武
田
薬
工
労
組
の
幹
部
で
あ
っ
た
喜
多
幡
は
、
「
総
同
盟
は
眼
中
に
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

t漏
h
,
3
5
し＊”-

点
を
仮
説
的
に
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

つ
ま
り
関
西
産
別
は
全
国
の
産
別
会
議
結
成
に

〔
関
西
労
働
組
合
協
議
会
卜
〕
全
ク
別
個
ナ
リ
」
、

機
関
紙
発
行
な
ど
を
決
定
、
準

七
八

(822) 



産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

産
別
会
證
の
力
が
た
め
さ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
前
述
し
た
総
同
盟
幹
部
の
保
守
的
体
質
こ
対
す
る
急
進
的
批
判
の
広
が
り
で
あ
る
。
電
気
産
f

七
九

で
は
こ
の
時
期
に
、
全
国
の

配
電
会
社
と
日
本
発
送
電
株
式
会
社
の
組
合
が
急
速
に
単
一
の
電
気
産
業
労
働
組
合
（
心
産
）
に
統
一

さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
過
程
で

各
地
の
新
組
合
幹
部
は
一
方

9

闘
争
の
指
達
を
通
じ
、
他
方
で
新
組
織
の
規
約

・
方
針
等
の
徹
底
的
討
議
を
通
じ
、
急
速
に
民
主
主
義
的

組
合
運
営
を
体
験
し
て
い
っ
勾
こ
れ
ら
新
幹
部
-
は
は
、
総
同
盟
の
組
合
運
営
が
い
か
に
も
非
民
主
的
に
う
つ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ

の
急
進
主
義
が
一
般
組
合
員
レ
ベ
ル
の
も
の
で
な
く
、
主
に
活
動
家
層
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
阪
教
育
労
働
組
合
（
教
労
）
の
産

岡

別
会
議
加
入
の
決
定
の
し
か
た
に
も
あ
ら
わ
れ
た
。

第
四
に
、
共
産
党
の
指
祁
に
対
す
る
信
頼
感
が
、
活
勁
家
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
天
皇
制
打
倒

さ
て
、
大
阪
地
方
で
は
総
同
盟
一
本
化
方
針
を
ふ
く
ん
だ
労
慟
戦
線
統
一
の
模
索
が
多
数
の
組
合
を
ま
き
込
ん
で
続
け
ら
れ
た
が
、
実

を
結
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
戦
線
統
一
の
模
索
が
持
続
的
に
追
求
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
行
き
づ
ま
り
に
直
面
し
て
多
く
の
組
合
活
動
家
は
、

与
え
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
最
善
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
こ
に
、
全
国
的
に
も
っ
と
も
早
く
産
別
会
議
の
大
地
方
組
織
が
提
唱
さ
れ
、

園

総
同
盟
に
匹
敵
す
る
地
方
組
織
が
一
気
に
成
立
し
た
重
要
な
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

八
月
一
九
日
の
全
国
産
別
結
成
の
一
カ
月
後
、
九
月
一
八
日
大
阪
の
毎
日
会
館
で
産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
結
成
大
会
が
ひ
ら
か
れ

た
。
「
年
表
」
は
、「
全
逓

・
日
通

・
日
映
演

・
電
産

・
電
工

・
鉄
鋼

・
機
器

・
新
聞
通
信

・
港
湾

・
化
学

・
全
炭

・
国
際
電
通

・
教
労

・

国
鉄
•

関
配
・

日
発
・

阪
神
な
ど
一
七
組
合
一
0
万
三
0
0
0
名
を
代
表
す
る
七
0
四
代
議
員
出
席

、

悪
税
悪
法
反
対
な
ど
決
議
、

戦
線

統
一

・
産
業
復
興
問
題
な
ど
討
議
、
議
長
三
谷

・
副
加
藤

・
北
田
、
ほ
か
に
幹
事
中
野

・
西
川
を
選
出
」
と
記
し
て
い
る
。

を
叫
ぶ
共
産
党
へ
の
反
発
が
、

一
般
大
衆
の
間
に
は
は
る
か
ー
と
根
強
く
存
在
し
た
が
。

(823) 



〔
付
記
〕

(9) (8) 

産
別
会
議
史
料
整
理
委
且
会
編
「
産
別
会
議
小
史
」

一
九
五
八
、
金
子
健
太
前
掲
論
文
。

「
年
表
」
で
は
二
月
一
八
日
以
来
「
労
働
戦
線
統
一
促
進
協
議
会
」
の
名
称
で
一
虹
し
て
い
る
が
、
新
聞
紙
上
で
は
既
述
の
よ
う
に
名
称
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
五
月
一
日
の
時
点
で
「
大
朝
」
は
「
全
大
阪
労
慟
戦
線
統
一
委
且
会
」

一
九
八
一
・

一
―
•

五゚

岩
気
守
夫
汽
料
「
日
本
電
気
産
業
労
慟
組
合
協
議
会
単
一
準
備
会
各
種
委
員
会
答
申
案
集
」
。

「
大
阪
府
の
戦
後
教
育
連
動
三

0
年
の
歩
み

・
上
」
（
孟教
育
運
動
研
究
」
九
号
、

関
西
産
別
よ
り
早
く
結
成
さ
れ
た
地
方
組
織
に
群
馬
県
、
兵
庫
屎
な
ど
が
あ
る
が
、
府
県
単
位
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
私
の
聴
取
に
こ
こ
ろ
よ
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
奥
野
芳
三
郎
、
北
田
辰
之
進
、
喜
多
幡
竜
次
郎
、

の
各
氏
、
ま
た
資
料
調
査
等
で
貴
重
な
助
言
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
岩
気
鶴
江
、
大
森
実
、
高
田
鉱
造
、
武
田
大
蔵
、
脇
田
憲
一
の
各
氏
に
、

記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
一
九
八
一

・
―ニ

・
ニ
0
)

と
一
九
七
八
•

―
二
）
。

本
稿
脱
稿
後
、
戎
谷
春
松
、
朝
日
見
瑞
の
両
氏
か
ら
聴
取
す
る
機
会
を
得
た
。
戎
谷
氏
か
ら
は
共
産
党
大
阪
地
方
委
只
会
の
衰
任
者
、
志
田

重
男
が
は
じ
め
か
ら
総
同
盟
一
本
化
方
針
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
朝
日
氏
か
ら
は
氏
が
全
評
で
な
く
日
本
労
慟
組
合
総
評
議
会
で
活
動
し
た
こ

と
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
一
応
そ
の
ま
ま
と
し
、
上
記
の
点
の
み
を
付
記
し
て
お
く
。
そ
の
他
の
内
容
は
、
他
日
生
か
す
所
存
で
あ
る
。

（
一
九
八
ニ

・
三

・
一
ー
）

固
、
出
「
朝
山
ノ
ー
ト」。

,

.

 5
 

,

9
 

⑱
 

9

,

 7
 

9

9

 

喜
多
幡
竜
次
郎
か
ら
の
聴
取
、

前
掲
渡
辺
直
か
ら
の
聴
取
。

会
」
に
名
称
が
統
一
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(2) (1) 

注

産
別
会
議
関
西
地
方
会
議
の
成
立
過
程

い
て
い
る
。

谷
秀
治
、
渡
辺
必

五
月
二
七
日
に

「
労
慟
戦
線
統

一
促
進
関
西
協
諮

八
〇

(824) 


